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まお ： 5+4=9 




























教師 ： どうして 9になるのだろう？
（個人・グループ思考）
まこと ： まず，これが (9)子どもの数
前に子ども 5人，後ろ 3人，これが
1になる。
え～どういうこと？
（図を指しながら） 1つて何？
これが『ぼく』 。
こども：
教師 ：
まこと ：
こども： ひきざんじゃないと思うな。
子どもの算数的思考力と高める研究と題し、「算数
が楽しい」と感じることが，学びをスタートする子ど
もたちには大切であると考えて実践してきた。
計算ができることだけが楽しさではないことは，概ね
子どもたちば慇じることができたように思える。
「あれつ」「どうしてだろう」と疑問に思ったこと
や見つけたきまりを共に解釈し共有する活動を通し
て，算数を楽しむ子どもたちの姿が見られた。算数に
関心が高まった子どもたちは、自ずと自分の考えをノ
ートに残そうと考えるようになった。そういった内発
的な欲求が表現力を高める土台となる。その上で、自
分の考えを伝えるためには、どう整理しまとめていけ
ばいいかを学んでいけばいいのだ。
しかし，課題もある。もっと算数的活動を取り入れ
ることと日常生活とかかわりながら取り組むことがで
きればと考える。また，数学的な思考力という点から
考えると，1年間を見通して計画的に，子どもたちに
論理的に考える素地を養うことができなかった。思考
することを楽しむ子どもは多く見られたが，算数的に
考える力につなげられなかった。今後は，さらに教材
研究をし，私自身の教材解釈を深めていかなくてはい
けないと感じt~
この 1年子どもの自主的な姿に大きな可能性を感じ
ることができた。 1年生の子どもたちは，元来学ぶこ
とを楽しみにしているのだと改めて感じt~ そして，
その子どもたちの意欲を最大限に生かしていけるよう
今後も研究を進めていきたい。
小学校6年間では，子どもたちの発達段階に大きい
な違いがある。学年に応じての指導や学年にかかわり
なく指導していくことなどを明確にしながら，より系
統的に研究していければと思う。
子どもたちは，主張点で書いたように絵や屈を使っ
て課題解決をしようとする姿が見られた。その点から
も課題提示の場面はとても有効的であったと考える。
しかし，主発問の場面で，どうして 9になるのだろう
と発問したことから，帰納的に考えようする子が出て
きてしまっt~ そのため，主発問の意味を捉えて考え
られている子どもの発言の意図をほとんどの子が理解 図6 考えることを楽しむ子どもたち
できず混乱することとなってしまった。結果的に正し 参考文献
＜答えた子どもの考えも生かせずに終わった。 ・文部科学省 (2008年）小学校学習指導要領解説算
数編
5 成果と課題 研究紀要(2015年）算数（吉久）
- 55-
